
第６回　幹事会　議事録

１．日　時　２０２３年９月２０日（水）午前１２時００分～午後１時００分
１．場　所　Zoomミーティング
１．出席幹事　
出席幹事の数　　　　　　　zoom２３名

　上記のとおり定足数に足る幹事の出席があったので，本幹事会は適法に成立し，幹事長岩本朗は本幹事会の議長として副幹事長西祐亮を指名した。議長は，開会を宣し，直ちに議案の審議に入った。

【議事の内容】

１　　各種委員会からの活動報告／選考，政策，広報，研修，親睦，若手会
（１）選考委員会（委員長：岩本朗）
選考委員長：
　８月２３日に開催された第３回選考委員会で報告したが、立候補のあった副会長推薦候補者松井淑子会員の推薦の可否に関する書面投票を行い、８月１６日午前１０時３０分から，太平洋法律事務所において，選考委員会委員長岩本朗，同副委員長由良尚文及び春秋会嘱託弁護士下枝歩美の立ち会いのもと，開票した。結果、全票一致で候補者として推薦することに決した。

（２）政策委員会（委員長：松井淑子）
　　　企画その１　「AIと憲法」。１月２３日開催に向けて準備中。
　　　企画その２　「税務調査と弁護士」―弁護士が活躍できる理由―１０月３０日（月）に開催。内容が決まった。弁護士と税理士との違い、弁護士自治の話をできればと思う。税務調査の細かい話はわかりづらいと思うので、広く浅く説明できればと思う。
　　　その他　実費の予納を懲戒手続きの手続き開始要件とすることが可能である旨確認する決議について、大事なテーマではあるが、準備を要するため、引継ぎ事項とする。

（３）広報委員会（委員長：松尾洋輔）
連載記事が一つ終わったので、新たな連載記事を募集中。
秋号は総会前に電子版発行予定。

（４）研修委員会（委員長：今井力）
暑気払いを８月２９日に行い、参加者は８名。
今後の予定としては、刑事弁護研修。１０月１１日開催。講師は小橋るり先生、藤原航先生。リアルのみ。リアルでしか聞けない話が…。
プリズン・サークルの上映企画。２月１０日の人権フェスタの際に上映する。研修委員会が実働部隊。

（５）親睦委員会（委員長：西田敦）
ラーメン企画は若手会と共催予定。
宝塚観劇イベントが１０月２１日。一次募集はすぐに埋まった。追加募集をして、枠が開いているのでぜひ応募いただければと思う。
ワインの夕べは１１月に開催する。定員５５名のところ３６名ほど申込みがある。事務局も参加できる。ソムリエの話を聞いたり、景品のワインもある。
東天満の歩き方を１１月２５日に開催予定。東天満には実はおもしろいお店が結構ある。ワインショップで音楽を聴きながらワインを飲んで、その後東天満をはしごする。
劇団四季観劇を２月１０日。

（５）若手会（世話役代表：安原邦博）
　破産研修２回目も盛況だった。その後の懇親会も親睦を深められた。
　屋形船は１０月３１日におこなう。
　日帰り企画としてBBQを１１月２９日に開催する予定。
　その他、鋭意計画中。
２　大弁会務報告（副会長：高江俊名）
（1） 実費の予納を懲戒手続きの開始要件とすることが可能である旨確認する決議についての日弁連からの意見照会に対する回答書提出の件
　懲戒手続きの性質上、懲戒請求には当事者性がなく、実費を予納させることと整合しないという否定的な意見も出たが、実質的には当事者としての側面もあること等から、賛成意見を出した。
（2） 弁護士会館の地下電源設備リスク回避のための手動式防潮パネル導入の件
当初の予算より大幅に安いコストで導入できることになった。ハザードマップによると、当会館は、内水氾濫、淀川氾濫、津波等の場合は地下に浸水するまでの水が来ないという予測になっている。ただ高潮の場合には浸水の可能性がある。検討して行く中で、会館の周囲を見ると２か所少し低くなっている部分があることがわかり、弱点対応することにより、コストと比較して浸水への耐性が相当にあがるということになる。この観点から、昨年は防潮板をとりつけるという方針が採用され、今回はコストや利便性、他の企業や役所等での採用の実績等踏まえて防潮板の代わりにパネル対応するということとなった。

３　　前年度決算報告書の概要説明、監査報告書
　　　新人歓迎旅行が２回あった。執行率は８１．１６％となっている。峯田会員に監査をしていただき、会計の状況を正しく示しているとの報告書をいただいた。
４　　委任状書式についての報告
　　　幹事会の委任状欄について、今後は記名または押印をお願いすることとした。
５　　会費減額PT報告　　
　　　１０年間の会計担当副幹事長経験者をメンバーとして、平野会員を座長としてPTを結成した。様々な観点からの意見が出て、活発な議論がなされている。内容をまとめて、フィードバックしたいと思う。
６　　各種行事の案内 
　　
　　　　以　　上

